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T……あなたの目を
2000万 薔 名 で 回 書 に 届 け よ う

党派を超えて「戦争法廃上を求める署名」が取り組まれて

います。平和を願うみんなの力で安倍暴走政治をやめさせ、

「戦争をしないE3本Jを取り戻しましょう。
(呼びか1,'r戦争ざ●なぃ 。条離す0総 がかり災,委興余」

主
権
者
は
私
た
ち
。

平
和
と
憲
法
を
ま
も
る

国
民
の
願
い
を
届
け
よ
う
。

曹

饉闘濯

全国で巻き起こつた安保法制(戦争法)反対の運動。

著者たちは、ラップのリズムでコールしました。

ホントなの?
抑止力って。

安保法制は「抑止力Jのため?これ力罐拡エ

スカレーションを生み、国を撥燿させてきた
ことは歴史の教露です駈 麟国と準菫に話し

合う平和外父に踏み出すときです。

自衛稼の毯方支援1の拓大で、対iS戦やアフガ

ンの治安椰豚支援、南スーダンでのPKO活動で
の武養使用拡大などが現実的問額I.なります。

抑止力ところかテロの危壊も拡大されます。 ヽ ェ
`=___.み
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'a↓

義 義 二 嘉 二 募 二 議
=す

■
国
民
み
ん
な
で
守
っ
て
き
た
憲
法
九
条

と
平
和
国
家
日
本
の
歩
み
。

そ
れ
が

い
ま
、
「海
外
で
戦
争
す
る
国
」

に
変
え
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

■
『ち
よ
っ
と
待
て
、
も

っ
と
議
論
を
」
。

多
数
の
国
民
の
当
た
り
前
の
声
が
無
視

さ
れ
ま
し
た
。
，
）

だ
か
ら
こ
そ
、
議円
年
も
子
育
て
マ
マ
も

勤
労
者
も
年
食
者
も
、
一
人
ひ
と
り
自

分
の
意
思
で
立
ち
上
が

っ
た
の
で
す
。

■
『民
主
主
義

っ
て
な
ん
だ
？
」

こ
れ
は

「私
た
ち
の
声
を
聴
け
」

「私
た
ち
こ
そ
国
の
主
権
者
』

と
い
う
国
民
の
心
か
ら
の
叫
ぴ
だ

っ
た

の
で
は
な
い
で
し
よ
う
か
。

■
「正
月
の
も
ち
を
食
え
ば

国
民
は
忘

れ
る
」

国
民
を
な
め
き

っ
た
ア
ベ
政
治
。

あ
な
た
は
許
せ
ま
す
か
？

憲
法
の
上
に
自
分
を
置
く
ア
ベ
政
治
。

あ
な
た
は
許
せ
ま
す
か
？

憲
法
と
民
主
主
義
を
私
た
ち
の
手
に
取
り

戻
し
ま
し
よ
う
。

子
や
孫
の
世
代
に
「戦
争
し
な
い
日
本
」
を

引
き
継
ぎ
ま
し
よ
う
。

国
民
多
数
の
オ
ー
ル
日
本
の
力
を
集
め
、

憲
法
違
反
の
安
保
法
（戦
争
法
）
を
廃
止
さ

せ
ま
し
よ
う
。

※
安
全
環
陣
関
連
法
案
に
つ
い
て
　
賛
成
η
％
、

反
対
蓼
％
、議
論
は
奪
く
さ
れ
て
い
な
い
る
％

（朝
日
新
韓
社
が
平
成
ｒ
年
９
月
２
．埓
両
日
に

行

つ
た
全
国
世
論
講
奮
に
よ
る
）

沖
縄
差
別
・目
意
無
視
の

辺
野
古
・新
墓
地
ス
ト
ツ
プ

傑
守
・革
新
を
超
え
た
オ
ー
ル
沖
縄
．́知
事
鐵
、衆
続
選
な
ど
で
一辺

野
占
新
基
地
反
対

一の
民
意
を

小
し
ま
し
た
。翁
長
知
事
の
「辺
野
占

駆
め
立
て
承
認
取
り
消
し
」を
八
割
の
県
民
が
支
持
し
て
い
ま
す
．

と
こ
ろ
が
安
倍
政
権
は
、
法
律
を

乱
用
し
、知
事
の
決
定
を
執
行
仲
―１１
し
、

「本
体
Ｉ
響
」を
強
行
し
ま
し
た
、さ
ら

に
礼
び
ら
で
■
民
の
分
断
を
図
る
無

法
の
数
々
．

戦
争
法
強
行
と
根
っ
こ
は
同
じ
、憲

法
・民
主
■
毅
、
人
権
を
路
み
に
じ
る

機
力
の
暴
走
で
す
。

沖
縄
県
民
と
連
帯
し
、米
軍
新
基
地

建
設
反
対
の
声
を
広
げ
ま
し
ょ
う
．
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